
妊娠・子育て
サポートセンター開設

妊婦健康診査費の
一部助成
妊娠された方が安心して出産できるように、
妊婦健康診査費の一部を助成しています。

14回 上限86,000円

産後ケア費用の
一部助成
出産後に里帰りなどができず、育児や健康上の
不安がある方を対象に、助産師らによる
産後ケア費用の一部を助成しています。

助成額

600円/時間 300円/時間料 金

特定不妊治療費の
一部助成
特定不妊治療（体外受精・顕微授精）を受けられた
夫婦に対して、治療費の一部を助成しています。

1回 上限50,000円助成額

不育症治療費の
一部助成
不育症の治療を受けられた女性に対して、
その治療や検査に要する費用の一部を
助成しています。

1年度に1回 上限10万円
※1人につき100万円を超えない範囲で

助成額

・宿泊型（1日22,500円）
・日帰り型（1日13,500円）
・乳房ケア（1回3,500円）
・訪問型※自己負担なし

対象・助成上限額

児童館チャイコムは
利用料無料、年中無休
国道175号沿いのひまわりの丘公園に隣接。
子育て支援の拠点施設「児童館チャイコム」は、
子どもの遊び・学びの場、
また保護者にとって
相談の場となり
ます。

すべての小学校で
学童保育を実施

小学校８か所に加え、
神戸電鉄小野駅舎内に
１か所設置。
（19時まで延長利用可、
長期休業期間は7時30分
から保育可）

「おの育児ファミリー
サポートセンター」
利用料の半額助成
子どもの保育所などへの送迎や預かりを
依頼したいときに利用できます。

平成27年4月実施

県内2番目
医療費を高校３年生まで
所得制限なしで無料化
平成21年度から県内で先駆けて
医療費を中学3年生まで
無料に。平成28年度
から高校3年生（18歳
到達の年度末）まで
拡充します。

平成24年4月実施

県内初

生後6か月～中学3年生対 象

保育料は、これまでは保護者が
負担すべき額の3割を市が独自負担。
これをさらに拡充させ、4・5歳児の
幼児教育・保育料を所得制限なく
無料に。

妊娠から出産、子育てまで切れ目のない
支援のための相談窓口を一元化。
子育てに関する相談に、
専門のスタッフが
対応します。

「NEXTおの創生」～子育て支援のさらなる充実～
県内初

待機ゼロ
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平成27年10月実施

県内初

小野市は、「NEXT（ネクスト）おの」創生をテーマに掲げ、
平成28年度の事業を展開。高校3年生までの医療費と

4、5歳児保育料（保育所、幼稚園）をともに
無料化するなど、子育て支援を充実させています。

小野市は、「NEXT（ネクスト）おの」創生をテーマに掲げ、
平成28年度の事業を展開。高校3年生までの医療費と

4、5歳児保育料（保育所、幼稚園）をともに
無料化するなど、子育て支援を充実させています。

就学前４・５歳児の
幼児教育・保育料を
所得制限なしで無料化

就学前４・５歳児の
幼児教育・保育料を
所得制限なしで無料化

待機ゼロ


